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論 文 内 容 の 要 旨
マルコフ過程とポテンシャル論との関連については古 くは1930年代に研究があるが, 近年にいたり確立
過程論における見本程過の研究が進むにつれてこの理論は著しく発展した｡ まず角谷によってブラウン運
動とニュー トンポテンシャルの関連が明らかにされたのに始まり Doob, Feler, Kacらによって重要な
基本的結果が得られた｡ さらにHuntは十分一般のマルコフ過程のクラスとポテンシャル論との関係の一
般論をうちたてた (1957-1958)｡ これはそれ自身, 古典的理論を総括的に含む新しいポテンシャル論の
建設でありその後ののマルコフ過程の研究に大きな影響をあたえた｡ HuI〕tの理論において特にポテンシ
ャル論的に重要な意味をもつ結果の一つに次のものがあるo H- ルコフ半群 P沌 対し作用素 V-5言ptdt
が存在するときVをポテンシャル作用素という｡ Vはポテンシャル論における完全最大値の原理をみたす
が, 逆にある正則条件のもとで完全最大値の原理をみたす作用素Vに対してマルコフ半群Pが 一意的に存
在し･ V-5言ptdtと表現できる｡" ところで一次元や二次元のブラウン運動など, いわゆる再帰性をも
- た- ルコフ過程ではi言p,d= ま発散するので上のポテンシャル作用素 用 存在しない｡ これにかかわる
ものとしては, 例えば二次元ブラウン運動では対数ポテンシャルを用いればよいことはよく知 られ て お
り, 二次元ブラウン運動の研究に欠かすことのできない道具となっている｡ そこで一般の再帰的マルコフ
過程に対してもポテンシャル作用素を定義し, その性質をしらべることは興味があり, 又理論上も重要な
ことである｡ この点に関しては Spitzer, KemeI〕y-Smell, Oreyらによって色々研究されているが, 申
請者はこの問題を連続時間径数のマルコフ連鎖の場合について取り組み, ほぼ完全な解決をあたえた｡
まず主論文(1)は再帰的マルコフ連鎖 (時間径数は常に連続な場合のみ考える) に関するポテンシャル作
用素の定義, その存在及びその基本的性質に関するものである｡ 非再帰のときのポテンシャル作用素 Ⅴ -
0
0Ptdtは任意の有界な台をもつ (状態空間上の) 実関数 fCこ対し
(1) (I- )Vf- i;psfds･t>O,(蝕 匡等作用等) をみたし, 又この条件によ- てVは一意的に定ま
るので条件(1)を V の定義に採用してもよい｡ そこで再帰的な場合も条件(1)をポテンシャル作用素 V の定
一200-
義にしたいのであるが, そのためには(1)がなりたつ′のクラスを制限しなければならない｡ この了のクラ
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がえられている｡ しかしその条件は申請者が例示しているように必軍ではない. ′けれどもそれ カモほ ぼ必
要条件に近いことは離散時間のときは申請者の条件が必要十分になること (この結果は阪市大 ･ 大 島氏
(Osaka∫.Math.6,(1969)によって示された) より知られる｡
か くして申請者はこの興味ある問題にほぼ完全な解決をあたえたのであり, これはマルコフ過程とポテ
ンシャル論に対する重要な寄与である｡ 又申請者はこれらの論文からも十分蒸せられるとおり, 単に確率
論のみならずポテンシャル論にも深い造詣をもち, それがこの優れた研究を生んだ一つの要因であろう｡
よって, 本論文は理学博士の学位論又として価値があるものと認める｡
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